
令和元年度認知症講演会 アンケート集計結果 
回収率：72.3%(102/141 人) 
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無回答

問１．ご自身について 
①年齢 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②性別 
 
 
 
 
 
 
                      ※男 性：19 名 
                       女 性：79 名 
                       無回答： 4 名 
 
③区分 
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問２．この講演会の情報を何で知りましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問３．この講演会に参加しようと思ったきっかけは何ですか？（※複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問４．「認知症講演会」はいかがでしたか？ 
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問５．これまでに若年認知症のことを知っていましたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問６．認知症家族のつどいを知っていますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問７．認知症サポーター養成講座を知っていますか。 
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認知症の予防

若年認知症支援

認知症の方の地域での受け入れや支援

本人（当事者）のつどいの場

その他

問８．認知症の方の支援のために必要と思うことは何ですか？（※複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※講演会に対する意見・要望（52 人/102 人が記入） 
≪ 講話・トークセッションの感想 ≫54 件                                                                                                                             
〇良い講演だった（5 件） 

・とても良い講演でした。ありがとうございます。 
〇参考になった、知識が深まった（15 件） 

・認知症に対する知識がより深まった。 
・共に生きることの大切さをたくさん学べました。 
・パートナーとしてどう支えるか参考になりました。 

〇当事者の声が聞けて良かった（15 件） 
・若年性認知症本人の講演を初めて聞きました。 
・生の声を聞けてよかった。地域の人はやはり「大丈夫？」と声をかけるし、

上から目線になってしまうと思う。介護職とし、うまく伝えられたら良い…
と感じた。 

・丹野さん藤田さんの生の声を聴くことが出来、認知症に対する理解不足に気
付くことが出来ました。本当にありがとうございました。 

・今までの考え方とちがう角度からの話が聞けて本当に良かったです。 
・ご本人の発生から現在に至る気持ちの変化など、具体的に聞きとても理解す

ることができました。身近に認知症の義母が居るので、これから接しかた等



 

気をつけていこうと思えました。 
・若年性認知症の人の話を直接きくことができて大変よかったです。二人が

「必要とされる」「役割を担っている」ということが生きる支えになってい
ると思いました。 

〇楽しかった（5 件） 
・トークセッションが本音もまじえたので、笑いもあり楽しかったです。 
・トークセッションが身近な内容で楽しくきけた。 

〇感動した（2 件） 
・お二人の共に生きる。認知症にならないためにではなく（認知症になっても

生きれる社会）に感動しました。 
〇前向き、元気をもらえた（3 件） 

・前向きなお 2 人の発言にパワーをいただきました。 
・勇気をもらえる会でした。 

〇認知症の見方が変わった（２件） 
・母が認知症の初期症状がでており、毎日何か起こらないのか心配していまし

た。でも、今日のお話を聞いて、認知症を明るいイメージで考えられるよう
になれそうです。 

・若年認知症に対する認識が変わりました。介護の認識を改める必要を感じた。 
〇その他（7 件） 

・もっともっと人と関わっていきたいと思います。スタッフの皆様ご苦労様で
した。ありがとうございました。 

・認知症ケア専門士の資格を持っています。認知症の人と共にパートナーにな
るという事の大切さを知り仕事で本人様のパートナーになっていきます。 

・「介護者」ではなくて「パートナー」という関わり方ができる自分になりた
いと思いました。 

・本人・社会がどのようにしていかないといけないのか問題は山積みだと思い
ますが、（1 人 1 人違う事含め）1 つ 1 つ関わり 1 人 1 人の関わりを大切に
しないといけない。認知症やれる事をうばわない事の大切さ。失敗をさせな
いじゃなくて失敗してもよい。 

・認知症を排除するのではなく、普通通りに自分に合った仕事ができる様な社
会になって欲しいと感じた。丹野さんの経験が社会に認められるようになっ
たら幸せです。 



 

・映画・ドラマ等認知症についてのメディアがある中でも、自分とは無関係、
周囲にもいない、自分は認知症にならないと思い込んでいる人がまだまだい
る。予防策があるといわれるが 100％ではない、予防するかも？程度。自分
が若年認知症になったらどんな行動をとるか、周囲と関わろうと思えるか、
不安です。 

・肯定、前向き、プラス思考、共生、自立、再認識させて頂きました。 
≪ 今後の要望 ≫13 件 
〇また開催してほしい（6 件） 

・毎年計画して欲しいです。 
・米子市でもぜひ講演会をして欲しい 

〇その他（7 件） 
・市民の理解を深める。子供たちから認知症の理解、知識を深めていくことが

必要。対象を広げていく。 
・本日の講演会にもっと若い方、中学生や高校生の方が参加して下さるといい

なと思いました。 
・サポートする側（家族や職場、友人）の体験談も聞きたいです。今までは介

護レベルの苦労話が多かったと思います。 
・現場の声、考え方を聞く機会を今後設けてほしい。 
・サポートについてのあり方が今後にむけて考えていければと良いと思いま

す。 
・若年認知症及び高齢者の就労も今までとちがった視点でとらえるべきであ

り、また受けるべき会社側こそ相当なる認識と現実的理解を繰り返し研修講
座として実施すべきである。 

・今後も様々な情報提供をお願いします。 


